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 進行性核上性麻痺（PSP）には嗜銀顆粒病（AGD）が合併しやすいが，AGD における軽
度 PSP 病変の頻度は不明である．我々は AGD における軽度 PSP 病理の頻度と意義を明ら
かにするため，PSP 病理診断基準を満たさない AGD19 例，病理学的 PSP9 例，対照 20 例
の前頭葉と皮質下諸核における神経原線維変化（NFT）及び tufted astrocyte（TA）を検討
した．AGD19 例の中から Gallyas 陽性タウ陽性 TA と Gallyas 陰性タウ陽性で TA 類似のア
ストロサイト内封入体（TAI）を認める 5 例（26.3%）と TAI のみ認める 6 例（31.6%）が見
いだされたため，この 11 例を AGD-TA 群とし，TA や TAI を欠く 8 例を改めて AGD 群とし
た．検討部位の NFT 量は対照群，AGD 群，AGD-TA 群，PSP 群の順に多く，対照群と他の
群の間には有意差があった．AGD 群と AGD-TA 群を合せた解析では皮質下諸核の NFT 量，
タウ陽性アストロサイト病変量，AGD stage の間に有意な正相関を認めた．タウイムノブロ
ットでは PSP に特徴的な 68, 64, 33kDa のバンドを AGD 例や AGD-TA 例でも認めた．以上
から AGD の進行は PSP に特徴的な前頭葉や皮質下諸核のタウ病理出現に関係すると考えら
れた． 
